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1. はじめに 

我が国の建設生産プロセスの最適化を図るため，国

土交通省は，情報通信技術を活用した i-Construction
1)

の施策を推進している．工事施工では，ICT 建設機械（以

下，「ICT 建機」という．）によるマシンコントロール・

マシンガイダンスシステム（以下，「MC・MG」という．）

の導入が推進されている．具体的な活用の一方策とし

て，施工履歴データ（以下，「ログデータ」という．）

による土工の出来高算出要領 2)（以下，「ログ出来高要

領」という．）がある．ログデータには，ICT 建機のブ

レードの挙動履歴や走行履歴が 3 次元座標で記録され

ている．ログ出来高要領の導入により，出来高部分払

の数量算出にログデータが活用できるようになった．  

本研究では，ログデータのさらなる活用方策として，

3 次元座標による工事目的物の完成形状の生成に着目

した．具体例として，舗装の出来形管理では，図-1 に

示すように，トータルステーション（以下，「TS」とい

う．）を用いて出来形計測点を計測している 3)．その計

測結果の出来形値と設計値（以下，「設計データ」とい

う．）とを比較し，寸法が規格値内に収まっているかを

検査する．この出来形計測点をログデータから抽出し，

出来形管理に適用できると，ICT 建機を用いた施工では

TSによる計測が不要となり，省力化を実現できる．  

以上より，本研究の目的は，ログデータの施工管理

への活用可能性を明らかにすることとした． 

2. 研究方法 

本研究では，ブルドーザの MC・MG で多様なアスフ

ァルト舗装工を対象とする．まず，TS による出来形管

理に着目し，ログデータから生成した 3 次元形状から

出来形計測点を抽出する手法を考案する．次に，考案

手法が TS 出来形管理の要求精度の満足度を検証する．

本稿は，考案手法の実現可能性の検証までを報告する． 

3. ログデータを用いた出来形管理手法の考案 

本研究では，図-2に示すログデータを用いた出来形

管理手法を考案した．まず，ICT 建機のログデータから

抽出した点群データを用いて，舗装の境界点および中

心線を生成する．これらと横断測線の交点から出来形

計測点を選定し，3次元出来形データを生成する．最後

に，設計データと生成した 3 次元出来形データとを重

畳し，基準高および幅の形状差分と許容誤差とを比較

して許容範囲内に収まっているかを確認する．ログデ

ータの処理方法を以下に示す（図-3参照）． 

(1) 点群データのフィルタリング処理 

ログデータから抽出した点群データには，ICT 建機の

通信状況や地表面の段差によってノイズとなる異常値

が含まれている．そのため，点群データにフィルタリ

ング処理を用いてノイズを削除する（図-3①参照）． 

 

図-1 舗装の出来形管理のイメージ 

 

図-2 考案した出来形管理手法 
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(2) 境界点と中心線の生成 

ノイズを削除した点群データには出来形計測点が含

まれているとは限らない．そこで，点群データを用い

て舗装の境界点および中心線を生成して補完する． 

境界点は，地表面両端部に動的輪郭法 4)を用いて生成

する（図-3②参照）．中心線は，地表面の勾配の傾き変

化点に中心点を生成し，中心点を結んで生成する（図

-3③参照）． 

(3) 出来形計測点（基準高，幅）の選定 

 本手法では，縦断方向の任意の箇所を指定して横断

測線を生成し，横断測線と境界点および中心線との交

点を出来形計測点として選定する（図-3③参照）． 

4. 提案手法の実現可能性の検証 

本研究では，フィルタリング処理をしたログデータ

を用いて境界点の生成と中心点の生成範囲の特定を実

施し，提案手法の実現可能性を検証した．検証結果を

図-4に示す． 

境界点は，図-3に示すように，フィルタリング処理

をした点群データに動的輪郭法を用いて生成されるこ

とを確認した．境界部の点群データの点密度が 10点/

㎡以上であれば正確に境界点が生成された．しかし，

境界部の欠損箇所の範囲が直線距離で 6m以上あると

生成できないことを確認した．そのため，境界部に大

きな欠損箇所のある点群データに関しては，境界部の

欠損を埋めるよう，境界点から境界線を生成して欠損

を補完する必要がある． 

中心点は，図-4に示すように，地表両端の境界点か

ら舗装の中心部に向けて隣接 2点間の方向ベクトルを

逐次算出した．そして，両端からの方向ベクトルの交

差箇所から舗装中心部の生成範囲を特定し，傾き変化

点を確認できた．しかし，点群データの点密度が 5点/

㎡以下の箇所では，3次元座標の情報が少ないため，舗

装の中心部に傾き変化点を確認できなかった．また，

点群データの点密度が 30点/㎡以上の箇所では，施工時

にノイズが多く含まれているため，舗装の中心部に傾

き変化点を確認できなかった．そのため，点密度が 5

点/㎡以下の箇所では，近傍点から点群データの 3 次元

座標の情報を集約して補完する必要がある．また，点

密度が 30点/㎡以上の箇所では，ノイズが多く含まれて

いる境界点から舗装の中心部のフィルタリング処理の

手法を検討する必要がある． 

 

図-3 舗装ログデータの処理手順 

 

図-4 舗装の境界点と中心線の生成結果 

5. おわりに 

本研究では，ログデータを用いた出来形管理手法を

考案し，提案手法の実現可能性の検証結果を報告した． 

今後の課題として，数値精度を確認するための実証

実験を実施し，考案した手法の有用性および活用可能

性を検証する．具体的には，下層路盤を均したブルド

ーザのログデータから 3 次元出来形データを生成し，

設計データと比較する．そして，形状差分量が出来形

管理要領の基準値の許容誤差内であるかを分析する．

また，第 4 章の提案手法の検証で明らかとなった点密

度に関する課題の解決策を考案する． 
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